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衆
議
院
議
員
�
井
英
勝
君
外
一
名
提
出
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
（
国
際
熱
核
融
合
実
験
炉
）
の
六
ヶ
所
村
誘
致
に
関
す
る
質
問
に
対

す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

国
際
熱
核
融
合
実
験
炉
（
以
下
「
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
」
と
い
う
。
）
に
よ
り
核
融
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
科
学
的
及
び
技
術
的
実
現
可

能
性
の
実
証
を
行
う
計
画
（
以
下
「
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
計
画
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
は
、
そ
の
取
組
方
等
に
関
し
て
原
子
力
委
員

会
、
総
合
科
学
技
術
会
議
等
の
審
議
を
踏
ま
え
つ
つ
、
「
国
際
熱
核
融
合
実
験
炉
（
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
）
計
画
に
つ
い
て
」
（
平
成

十
四
年
五
月
三
十
一
日
閣
議
了
解
）
に
基
づ
き
政
府
間
協
議
に
臨
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
計
画
を
実
施
す
る

た
め
に
必
要
と
な
る
協
定
（
以
下
「
協
定
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
は
、
我
が
国
、
中
国
、
欧
州
連
合
（
以
下
「
Ｅ
Ｕ
」
と

い
う
。
）
、
韓
国
、
ロ
シ
ア
及
び
米
国
の
間
で
協
議
中
で
あ
る
が
、
我
が
国
が
当
該
協
定
を
締
結
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
国

会
の
承
認
が
必
要
と
考
え
て
お
り
、
国
会
に
お
い
て
御
指
摘
の
点
も
含
め
御
審
議
い
た
だ
く
こ
と
に
な
る
も
の
と
考
え
て
い

る
。

二
に
つ
い
て

Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
の
建
設
地
に
係
る
協
議
に
お
い
て
は
、
現
在
建
設
候
補
地
と
な
っ
て
い
る
青
森
県
六
ヶ
所
村
と
カ
ダ
ラ
ッ
シ
ュ

一



の
み
を
対
象
と
し
て
、
特
定
の
評
価
項
目
を
設
定
し
た
上
で
評
価
を
行
う
こ
と
は
さ
れ
て
お
ら
ず
、
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
の
建
設
及
び

運
営
の
全
般
に
わ
た
っ
て
、
建
設
地
と
し
て
の
適
性
に
関
し
種
々
の
観
点
か
ら
意
見
交
換
が
行
わ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
Ｉ

Ｔ
Ｅ
Ｒ
の
建
設
候
補
地
と
し
て
か
つ
て
提
案
さ
れ
て
い
た
ク
ラ
リ
ン
ト
ン
及
び
バ
ン
デ
ヨ
ス
も
含
め
た
四
候
補
地
の
評
価
に

つ
い
て
は
、
平
成
十
四
年
九
月
か
ら
十
二
月
ま
で
の
間
、
当
時
の
参
加
国
で
あ
る
我
が
国
、
カ
ナ
ダ
、
Ｅ
Ｕ
及
び
ロ
シ
ア
が

共
同
で
実
施
し
て
お
り
、
技
術
的
側
面
、
社
会
文
化
的
側
面
、
安
全
規
制
の
側
面
等
に
関
し
、
そ
れ
ぞ
れ
定
め
ら
れ
た
基
準

を
満
た
す
か
ど
う
か
と
い
う
観
点
か
ら
評
価
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
す
べ
て
の
候
補
地
が
当
該
基
準
を
満
た
す
と
評
価
さ

れ
て
い
る
。

三
に
つ
い
て

Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
自
体
の
建
設
費
に
つ
い
て
は
、
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
の
工
学
設
計
活
動
の
結
果
を
基
に
、
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
自
体
を
す
べ
て
我
が

国
内
で
製
作
す
る
と
仮
定
し
た
場
合
、
約
五
千
億
円
と
見
込
ん
で
お
り
、
政
府
が
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
建
設
地
整
備
に

係
る
費
用
及
び
協
定
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
る
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
計
画
を
実
施
す
る
た
め
の
国
際
機
関
（
以
下
「
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
機
構
」
と

い
う
。
）
の
運
営
経
費
も
含
め
た
建
設
段
階
の
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
計
画
に
係
る
経
費
は
約
六
千
五
百
億
円
と
見
込
ん
で
い
る
。

運
転
期
間
中
の
維
持
管
理
費
に
つ
い
て
は
、
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
の
工
学
設
計
活
動
に
お
い
て
、
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
機
構
の
人
件
費
も
含
め

二



年
間
約
三
百
億
円
、
そ
の
う
ち
動
力
費
と
し
て
の
電
気
料
金
は
年
間
約
四
十
四
億
円
と
見
込
ん
で
い
る
。

な
お
、
毎
年
度
の
我
が
国
の
財
政
負
担
及
び
計
画
期
間
全
体
を
通
じ
た
我
が
国
の
財
政
負
担
に
つ
い
て
は
、
我
が
国
、
中

国
、
Ｅ
Ｕ
、
韓
国
、
ロ
シ
ア
及
び
米
国
の
間
で
協
議
中
で
あ
る
。

用
地
取
得
費
に
つ
い
て
は
、
青
森
県
が
す
べ
て
負
担
す
る
こ
と
と
し
、
そ
の
費
用
は
約
八
十
四
億
円
と
見
込
ま
れ
て
い
る

と
承
知
し
て
い
る
。

研
究
者
等
関
係
者
の
住
宅
、
家
族
の
教
育
施
設
そ
の
他
の
生
活
施
設
等
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
青
森
県
が
青
森
県
等
の
関

係
地
方
公
共
団
体
又
は
民
間
団
体
に
よ
る
既
存
の
施
設
の
活
用
等
に
よ
り
対
応
す
る
と
表
明
し
て
い
る
が
、
具
体
的
な
計
画

が
確
定
し
て
い
な
い
現
段
階
に
お
い
て
所
要
額
の
試
算
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。

こ
れ
ら
の
ほ
か
、
青
森
県
は
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
の
建
設
候
補
地
と
し
て
六
ヶ
所
村
を
提
案
す
る
こ
と
を
決
定
す
る
に
当
た
り
、
電

力
確
保
の
た
め
の
支
援
等
を
行
う
こ
と
を
表
明
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
政
府
と
し
て
、
関
係
地
方
公
共
団
体
に
対
し
以

上
に
加
え
い
か
な
る
措
置
を
要
請
す
る
か
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
状
況
も
踏
ま
え
、
必
要
に
応
じ
て
検
討
す
る
こ
と
に
な
る

と
考
え
て
い
る
。

政
府
と
し
て
は
、
政
府
間
協
議
に
参
加
す
る
た
め
の
費
用
等
と
し
て
、
平
成
十
四
年
度
及
び
平
成
十
五
年
度
に
、
そ
れ
ぞ

三



れ
約
千
三
百
万
円
を
計
上
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

四
に
つ
い
て

昨
年
十
二
月
二
十
日
に
開
催
さ
れ
た
閣
僚
級
会
議
の
結
果
、
両
候
補
地
に
関
し
て
更
な
る
検
討
を
行
う
と
と
も
に
核
融
合

研
究
に
関
す
る
よ
り
幅
広
い
推
進
方
策
を
探
求
す
る
と
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
、
現
在
、
我
が
国
、
中

国
、
Ｅ
Ｕ
、
韓
国
、
ロ
シ
ア
及
び
米
国
の
間
で
検
討
が
行
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

五
に
つ
い
て

Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
の
工
学
設
計
活
動
の
成
果
に
照
ら
し
、
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
の
目
的
を
達
成
で
き
る
よ
う
適
切
に
設
計
す
れ
ば
、
主
半
径

が
約
五
メ
ー
ト
ル
か
ら
約
八
メ
ー
ト
ル
ま
で
の
範
囲
の
場
合
、
一
般
的
に
主
半
径
が
短
く
な
る
に
従
い
、
建
設
コ
ス
ト
は
低

減
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
の
成
果
を
踏
ま
え
る
と
、
プ
ラ
ズ
マ
の
形
状
を
相
似
形
と
し
、
主
半
径

が
約
五
メ
ー
ト
ル
か
ら
約
八
メ
ー
ト
ル
ま
で
の
範
囲
に
あ
る
場
合
、
一
般
的
に
主
半
径
が
短
く
な
る
に
伴
い
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

増
倍
率
及
び
中
性
子
負
荷
は
低
く
な
り
、
燃
焼
時
間
は
短
く
な
る
が
、
プ
ラ
ズ
マ
密
度
は
高
く
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。
た

だ
し
、
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
の
建
設
コ
ス
ト
並
び
に
プ
ラ
ズ
マ
密
度
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
増
倍
率
、
燃
焼
時
間
及
び
中
性
子
負
荷
に
つ
い
て

は
、
プ
ラ
ズ
マ
主
半
径
の
み
で
定
ま
る
も
の
で
は
な
く
、
他
の
様
々
な
条
件
に
よ
っ
て
変
わ
り
得
る
こ
と
か
ら
、
主
半
径
の

四



変
化
に
対
応
し
た
そ
れ
ぞ
れ
の
具
体
的
な
数
値
を
お
示
し
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

な
お
、
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
の
設
計
変
更
に
伴
い
、
主
半
径
は
約
八
・
一
メ
ー
ト
ル
か
ら
六
・
二
メ
ー
ト
ル
に
、
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
自
体
の

建
設
費
の
見
込
み
は
約
一
兆
円
か
ら
約
五
千
億
円
に
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
増
倍
率
の
目
標
は
無
限
大
か
ら
十
以
上
に
、
燃
焼
時
間

の
目
標
は
約
千
秒
か
ら
約
三
百
秒
以
上
五
百
秒
以
下
に
、
平
均
中
性
子
負
荷
は
約
一
メ
ガ
ワ
ッ
ト
毎
平
方
メ
ー
ト
ル
か
ら
〇

・
五
メ
ガ
ワ
ッ
ト
毎
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
に
そ
れ
ぞ
れ
変
更
さ
れ
、
プ
ラ
ズ
マ
密
度
は
、
典
型
的
な
運
転
条
件
で
は
、
設
計

変
更
に
か
か
わ
ら
ず
、
約
百
エ
ク
サ
毎
立
方
メ
ー
ト
ル
と
さ
れ
て
い
る
。

原
子
力
委
員
会
は
、
設
計
変
更
後
の
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
に
つ
い
て
検
討
し
、
平
成
十
年
十
二
月
四
日
に
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
が
第
三
段
階
核

融
合
研
究
開
発
基
本
計
画
（
平
成
四
年
六
月
九
日
原
子
力
委
員
会
決
定
）
に
い
う
実
験
炉
の
要
件
を
満
た
す
こ
と
を
確
認
し

て
い
る
。
さ
ら
に
、
総
合
科
学
技
術
会
議
に
お
い
て
は
、
平
成
十
四
年
五
月
二
十
九
日
に
、
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
計
画
が
国
家
的
に
重

要
な
研
究
開
発
で
あ
る
こ
と
に
か
ん
が
み
、
政
府
全
体
で
こ
れ
を
推
進
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
し
て
お
り
、
政
府
と
し

て
は
、
こ
れ
を
基
に
、
同
年
五
月
三
十
一
日
に
「
国
際
熱
核
融
合
実
験
炉
（
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
）
計
画
に
つ
い
て
」
を
閣
議
了
解
し

て
い
る
。

六
に
つ
い
て

五



日
本
学
術
会
議
に
お
い
て
平
成
十
一
年
九
月
か
ら
平
成
十
二
年
四
月
ま
で
の
間
、
核
科
学
総
合
研
究
連
絡
委
員
会
及
び
物

理
学
研
究
連
絡
委
員
会
が
合
同
で
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
計
画
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
た
が
、
日
本
学
術
会
議
と
し
て
報
告
書
を
取
り
ま

と
め
て
発
表
す
る
ま
で
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

七
に
つ
い
て

我
が
国
に
お
い
て
、
ト
リ
チ
ウ
ム
の
生
物
に
与
え
る
影
響
に
関
す
る
研
究
は
、
広
島
大
学
原
爆
放
射
能
医
学
研
究
所
（
現

広
島
大
学
原
爆
放
射
線
医
科
学
研
究
所
）
を
始
め
い
く
つ
か
の
大
学
等
で
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
研
究
成
果
に
も
か
ん

が
み
、
ト
リ
チ
ウ
ム
に
よ
る
公
衆
及
び
従
事
者
の
放
射
線
障
害
の
防
止
に
つ
い
て
は
、
国
際
的
な
基
準
を
踏
ま
え
て
設
計
等

を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
適
切
に
行
え
る
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
の
安
全
確
保
に
つ
い
て
は
、
「
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
の
安
全
確
保
に
つ
い
て
」
（
平
成
十
三
年
八
月
六
日
原
子
力

安
全
委
員
会
決
定
）
に
お
い
て
、
「
安
全
を
確
保
す
る
こ
と
は
技
術
的
に
可
能
と
判
断
で
き
る
」
と
の
見
解
が
示
さ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

御
指
摘
の
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
安
全
規
制
検
討
会
に
お
け
る
「
報
告
書
」
は
、
原
子
力
安
全
委
員
会
の
「
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
の
安
全
確
保
に

つ
い
て
」
や
「
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
の
安
全
規
制
の
あ
り
方
に
つ
い
て
」
（
平
成
十
四
年
六
月
三
日
原
子
力
安
全
委
員
会
決
定
）
等
を

六



踏
ま
え
、
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
の
安
全
性
の
特
徴
を
踏
ま
え
た
安
全
確
保
の
基
本
方
針
と
安
全
性
の
確
保
の
基
本
的
な
手
続
等
に
つ
い

て
取
り
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
が
我
が
国
に
誘
致
さ
れ
た
場
合
に
は
、
こ
の
報
告
書
及
び
原
子
力
安
全
委
員
会
決
定
の
考
え
方
に
沿
っ
て
、
公

衆
及
び
従
事
者
に
放
射
線
障
害
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
な
い
よ
う
詳
細
に
評
価
を
行
い
、
安
全
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
万
全
を
期

し
て
ま
い
り
た
い
。

八
に
つ
い
て

核
融
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
実
用
化
に
必
要
な
材
料
の
開
発
の
た
め
、
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
よ
り
強
度
の
強
い
中
性
子
を
照
射
す
る
計
画

の
た
め
の
設
備
に
つ
い
て
は
、
国
際
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
関
に
お
い
て
、
我
が
国
、
Ｅ
Ｕ
、
ロ
シ
ア
及
び
米
国
の
専
門
家
の
協
力

に
よ
り
概
念
設
計
及
び
要
素
技
術
確
証
が
行
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
工
学
設
計
活
動
を
行
う
段
階
に
ま
で
は
至
っ

て
い
な
い
。

九
に
つ
い
て

Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
計
画
に
つ
い
て
は
、
「
国
際
熱
核
融
合
実
験
炉
（
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
）
計
画
に
つ
い
て
」
（
平
成
十
四
年
五
月
二
十
九

日
総
合
科
学
技
術
会
議
決
定
）
に
お
い
て
、
「
他
の
科
学
技
術
上
の
重
要
政
策
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
な
い
よ
う
、
既
存
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の
施
策
の
重
点
化
、
効
率
化
を
図
り
、
原
子
力
分
野
の
予
算
の
範
囲
内
で
確
保
す
る
こ
と
」
及
び
「
国
内
の
核
融
合
研
究
に

つ
い
て
は
、
重
点
化
、
効
率
化
を
図
り
つ
つ
、
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
計
画
と
有
機
的
に
連
携
す
る
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
」
と
さ
れ
て

お
り
、
こ
れ
を
基
に
、
平
成
十
四
年
五
月
三
十
一
日
に
「
国
際
熱
核
融
合
実
験
炉
（
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
）
計
画
に
つ
い
て
」
を
閣
議

了
解
し
、
こ
の
方
針
に
沿
っ
て
適
切
に
対
応
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

八


